










1.研究の目的 

精神遅滞幼児を対象とした初期の運動発達に関する予備調査の経過の中で,少数の行動障

害児(自閉傾向の強い)に精神遅滞児ほどの初期運動発達の遅れが見られなかったこと,手

指を中心とする微細運動が早期に精神遅滞を予測するサインになるのではないかという方

向性に鑑み,本年度はこれらの知見に基いて,「精神遅滞児と行動障害児の初期感覚運動発

達に見られるマイルストンの差異相を明らかにする」ことを目的として遡及調査を実施し

た。 


